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横 浜 市 教 育 委 員 会 

定例会会議録 

 

 

 

  １ 日  時  令和４年３月10日（木）午前10時00分 

 

  ２ 場  所  市庁舎 18階共用会議室（なみき16・17） 

 

  ３ 出 席 者  鯉渕教育長 中上委員 森委員 木村委員 四王天委員 大塚委員 

 

  ４ 欠 席 者  なし 

 

  ５ 議事日程  別紙のとおり 

 

  ６ 議事次第  別紙のとおり 
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教 育 委 員 会 定 例 会 議 事 日 程 

 

令和４年３月 10日（木）午前 10時 00分 

 

１ 会議録の承認 

 

２ 一般報告・その他報告事項 

  新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

３ 審議案件 

  教委第 56号議案 横浜市立図書館規則の一部改正について 

  教委第 57号議案 横浜市歴史博物館等指定管理者選定評価委員会委員の任命について 

  教委第 58号議案 横浜市教職員第二健康審査会委員の委嘱について 

  教委第 59号議案 教職員の人事について 

  教委第 60号議案 教職員の人事について 

 

４ 報告案件 

  教委報第５号 教育委員会事務局職員の人事に関する臨時代理報告について 

 

５ その他 
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鯉渕教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

 

 

小椋教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

 

［開会時刻：午前 10時 00分］ 

 

 ただいまから、教育委員会定例会を開会します。 

 初めに、会議録の承認を行います。２月４日の会議録の署名者は、森委員と大

塚委員です。会議録につきましては、既にお手元に送付してございますが、字句

の訂正を除き、承認してよろしいでしょうか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、承認いたします。字句の訂正がございましたら、後ほど事務局まで

お伝えください。 

 なお、２月 21日の教育委員会臨時会の会議録につきましては、準備中のため、

次回以降に承認することといたします。 

 次に、議事日程に従い、教育次長から一般報告を行います。 

 

【一般報告】 

 

 １ 市会関係 

   ○２／22 本会議（第４日）予算関連質疑、予算特別委員会設置・付託 

        予算第一・予算第二特別委員会（運営方法等協議） 

   ○２／28 予算第一特別委員会（局別審査） 

 

 教育次長の小椋です。それでは、報告いたします。 

 まず、市会関係ですが、２月 22日に本会議４日目が開催され、予算関連質疑、

予算特別委員会の設置・付託が行われました。 

 また、本会議終了後、予算第一・予算第二特別委員会が開催され、運営方法等

の協議が行われました。 

 ２月 28日には、予算第一特別委員会局別審査が行われ、教育委員会関係の予算

案の審査が行われました。 

 

 ２ 市教委関係 

 （１）主な会議等 

 

 （２）報告事項 

   ○新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

 次に、教育委員会関係の主な会議等ですが、こちらは前回の教育委員会臨時会

から本日までの報告はございません。 

 次に、報告事項として、この後所管課から「新型コロナウイルス感染症への対

応について」報告をさせていただきます。 

 私からの報告は以上です。 

 

 報告が終了いたしましたが、何か御意見・御質問等はございますか。 
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中上委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川学校教育

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中上委員 

 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

大塚委員 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

 

 その他で恐縮なのですが、先般、市長がウクライナの関係で、重要な港で令和

２年に姉妹都市連携 55周年を迎えたオデッサ市の市長とオンラインで会談しまし

たが、ウクライナからの避難民受け入れに向けて、横浜市営住宅を確か 79戸確保

されるというような情報がありまして、学校もいきなり日本語が分からない生徒

が来る可能性があるわけです。 

 質問ですが、ウクライナとロシアにつながるお子さんたちで現在、把握されて

いる人数があれば教えてほしいのと、まだ先ですが、子供たちの言葉がロシア語

やウクライナ語が多いと思うのですが、その辺りの対応とか、今までも今後も、

日本語支援拠点や学校などでもいろいろ御苦労があるかと思いますけれども、そ

の辺は国際局だとか今後、建築局との調整とかもあるのかもしれませんが、何か

現状分かっていることがあったら少し教えていただきたいのですが。 

 

 学校教育企画部長の石川です。御質問にお答えします。 

 まず、ウクライナの国籍、あるいはウクライナにつながる子供たちが現在、横

浜市立学校にどのくらいかということなのですが、40 名ほどの子供たちが横浜市

立学校に在籍をしているところです。ロシアの子供たちにつきましては、それよ

り多く 100人以上在籍しているところです。 

 それから、ウクライナの方が来日されて日本の学校に通うということになった

ときの対応ですが、基本的には日本語指導が必要な子供であるならば、その子供

の日常使っている言語、例えばそれがウクライナ語なのかロシア語なのか、ある

いは英語が話せるのか話せないのかということも踏まえて、現在、横浜市で行っ

ている日本語支援拠点施設ひまわりや、あと各学校の国際教室、あるいは日本語

講師の派遣や母語支援ボランティアによる支援、横浜市でたくさんの国の子供た

ちに対して支援している内容を、その子供たちにも適用したいと考えています。 

 現在、まだ具体的なことが分かっていませんので、具体的なことが見えてまい

りましたら、具体的な準備をしていきたいと考えています。以上です。 

 

 ありがとうございます。まだ国のほうの方針も、まずは難民というよりも日本

にウクライナの親戚や身寄りのある方から始まると思うのですが、その辺で今お

っしゃった、ひまわりというのもなかなか限定されていますし、学校で親戚の人

がボランティアで入ってもらえば、子供たちも学校も助かると思います。いろい

ろこれから国際局等と調整があるかと思いますがよろしくお願いします。以上で

す。 

 

 ほかによろしいでしょうか。 

 

 中上委員に続けてなのですが、現状で、ウクライナやロシア関連に関係する子

供たちがテレビをつけると、様々な情報があふれていて大きな不安感を持ってい

ると思います。各学校とも全力でそういった子供たちが安心できるように、取組

をしていただいていると思います。それについていろいろ御相談等がありました

ら、教育委員会のほうでも手厚い支援をお願いしたいと思います。要望です。 

 

 よろしいでしょうか。 

 ほかに特になければ、「新型コロナウイルス感染症への対応について」所管課

から御報告します。 
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前田人権健康

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川学校教育

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人権健康教育部長の前田です。私からは、新型コロナウイルス感染症への対応

について御報告をします。 

 お手元の資料、「１ 教職員・児童生徒の新型コロナウイルス感染状況」で

す、１月中旬以降、市中の感染拡大に伴い、市立学校関係者においても感染者数

が急増し、直近の２週間は下の表やグラフを見ていただければお分かりのとお

り、高止まりの状況となっています。 

 今般、まん延防止等重点措置の適用期間が３月 21日まで延長されましたが、引

き続き、市立学校ではガイドライン及び通知等に基づいて、感染予防のための取

組を徹底してまいりたいと思っています。 

 なお、令和４年３月８日現在、市立小・中学校での学級閉鎖、これは一般学級

ですけれども、45学級となっています。私からは以上です。 

 

 学校教育企画部長の石川です。私からは、資料２ページの「２ まん延防止等

重点措置の延長に伴う市立学校の教育活動について」御説明します。 

 神奈川県の実施方針及び神奈川県教育委員会からの通知等を踏まえて、市立学

校における教育活動について、主に次の内容を周知しています。 

 「(１)感染拡大防止措置の徹底」ですが、学校では「横浜市立学校の教育活動

の再開に関するガイドライン」及び次の感染拡大防止措置の徹底を図りながら、

教育活動を継続しています。 

 まず、健康観察の徹底としまして、日頃の健康観察を注意深く行い、のどの違

和感程度の僅かな体調の変化であっても、登校・出勤を控え、医療機関を受診。

それから、微熱があった場合は、熱が下がったとしても、登校・出勤せず、医療

機関を受診。必要に応じて有症状時は抗原検査キット、無症状時は無料ＰＣＲ検

査の活用の検討。それから家族全員の感染予防策の徹底やリスクの高い行動の回

避。 

 次に、手洗い、マスクの正しい着用、それから相互の距離の確保、狭い空間で

の活動・会議等の回避。特に、だいぶ春になってまいりましたが、冬季であるこ

とを踏まえた換気といった基本的な感染予防対策の徹底。それから学校教育活動

は原則として学級単位で行うとともにマスクの着用の徹底です。 

 「(２)感染リスクの高い活動の一時的停止」です。マスクを着用する等の感染

症対策を講じても、なお感染リスクの高い活動は重点措置期間において引き続き

実施を見合わせます。 

 また、体育、保健体育の授業においては、原則マスクを着用しても実施できる

ような活動内容を工夫し取り組んでいるところです。ただし、天候や気温を考慮

し、健康被害が発生する恐れのある場合には、感染症対策、これは屋内外を問わ

ず密集を避けて他者と十分な距離、おおむね２メートル以上を保つ、声を出さな

い、屋内では特に換気を徹底するなどを講じた上で、マスクを外すなどの対応を

しています。なお、指導者のマスク着用は徹底しているところです。 

 「(３)部活動」です。神奈川県教育委員会からの要請を受け、まん延防止等重

点措置期間中は、原則として校内における活動のみとしています。原則としてマ

スクを着用して活動することとしますが、先ほども申し上げたとおり、天候や気

温を考慮し、健康被害が発生する恐れのある場合には、感染症対策を講じた上で

マスクを外すなどして、次のとおり実施可能としています。活動日数は週４日以

内、土日祝日を含む。土日の活動はいずれか１日。それから活動時間は平日２時

間以内、土日祝日は３時間以内。まん延防止等重点措置期間は次の活動は見合わ

せます。朝練習、それから他校との練習試合、合同練習及び遠征や泊を伴う練

習、身体的接触を伴う活動や、近距離で大きな声を発するような活動、激しい呼
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鯉渕教育長 

 

木村委員 

 

 

 

 

 

石川学校教育

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

木村委員 

 

 

 

 

 

 

森委員 

 

気を伴う活動等、感染リスクの高い活動。３ページを御覧ください。また、その

部活動に所属する児童生徒・担当する教職員及び部活動指導員等の関係者一人で

も陽性者が発生した場合、当該部の活動を３日間程度控えることを原則としてい

ます。 

 「(４)卒業式(小・中学校)」です。卒業式につきましては、昨日、横浜市立中

学校の卒業式が行われましたが、学校・会場の規模や実情に合わせ、保護者が適

切な距離を保ちながら参列したり、別の教室で式典のライブ配信を視聴したりす

るなど、各学校で柔軟に対応し、感染拡大防止の対策を徹底した上で実施してい

るところです。小学校につきましてはまた今後、実施されます。 

 下に書いていますけれども、対応のポイントとしまして、予行などの事前練習

を少なくする。それから式典の内容を精選し、式典全体の時間を短縮する。それ

から感染予防の徹底として、適切な距離を保ち座席を設定する。事前の健康観察

を徹底し、風邪症状がある者は参加しない。歌唱などをできる限り少なくする。

大きな声を出さないようにする。式場内で大きな声で行ういわゆる「呼びかけ」

の実施を見合わせる。保護者等の出席者のマスク着用、手洗い・手指消毒や検

温、健康観察や陽性者が発生した場合に学校に連絡することをお願いするなどを

徹底する。 

 「(５)学校開放」ですが、これは部活動に準じて行っているところです。私か

らは以上です。 

 

 説明が終了しましたが、何か御意見・御質問等ありますか。 

 

 説明ありがとうございます。 

 卒業式等々が行われているのですが、その中で子供たちから、あるいは保護

者、教職員からこういった意見がありましたとか、感想の言葉がありましたら。

何か特徴的なところがあればぜひ教えていただきたいのですが、いかがでしょう

か。 

 

 ありがとうございます。昨日卒業式を行ったある中学校のことがテレビ・新聞

等で報道もされているのですが、子供たちは卒業式を節目として、もちろん今ま

でコロナ禍で制限されたことがたくさんあったと思うのですが、そのことはその

こととして、これから先の未来について、「自分たちの未来をこれから作ってい

くのだ」というような力強いコメントがありました。 

 あとは、今の中学校３年生の子供たちは一斉臨時休業を経験していますので、

「一斉臨時休業の時に友達に会えなかったことがとても悲しかったけれども、今

日はみんなに祝ってもらって卒業式ができて良かった。」、「学校の良さや友達

の良さを再認識した。」というようなコメントもありました。 

 

 ありがとうございました。そういった節目、節目をどうみんなで作り上げてい

くかということが大事だと思います。ちらっとテレビなどで見ると、ネガティブ

な質問をする、ネガティブな質問でネガティブな答えを待っているところがあり

ますけれども、そうではなくて自分の言葉で発している本市の子供たちのことも

聞いていますので、なかなか今のコロナ禍でどう考えていくかということを、そ

れぞれ主体的に芽生え始めたのかなと思っています。ありがとうございました。 

 

 今の木村委員の話も受けて、私も実際、昨日、卒業式に参列しました。今の報

告にもありましたとおり、来賓などはＰＴＡの皆さんのみで、こぢんまりと、で
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鯉渕教育長 

 

四王天委員 

 

 

 

 

 

 

石川学校教育

企画部長 

 

 

 

 

 

もすごく温かい会でした。生徒の言葉が非常に印象に残っておりまして、３分の

２がコロナ禍で、想像していた中学校生活とはまるで違うものではあったけれど

も、いろいろできないという制約をできないのままにするということではなく

て、その中でどういったことをできるのだろうかということを個人であったり、

学級単位であったり、学年単位であったりですごく議論を重ねて考えた経験をし

たという、そういったお話でした。 

 それで、いろいろと工夫したものの、これではないのではないかと生徒自身が

悩んで、でも、そういうときに基本に立ち返って、みんなが笑顔になれば良い、

それに向けてどうしたら良いのかということの、その基本に立ち戻れたという話

もありましたので、そういった言葉はすごく大事な言葉で、学校生活の中であっ

たり、学ぶ環境でそういった基本に立ち戻って考えるということ、生徒の言葉か

らもすごく学ぶことだなと思いました。 

 同時に、そうしたできない環境でもどうやったらできるかと考えることという

のはエネルギーの要ることでもありまして、生徒自身がそういうふうな発想も浮

かぶ元気もないときもいっぱいあると思うのです。こういうときだからこそ安心

して不安を話せる場を学校の中であったり、学校の外でしっかり確保しないと、

できない中でもできるを考えなさいと言ってもそれはできないので、安心して話

せる場の確保がなお一層これから大事だなということも、お話を聞きながら思い

ました。 

 式として、先ほど節目というお話もありましたけれども、こうやって３年間を

振り返って、そうすることで次に進むことができる、生徒にとっても保護者にと

っても関係者にとっても大事な時間だったと思いました。 

 でも、こういった環境下で学校に通わない、学校に通っていなかった児童にと

っては参列できない時間だったかもしれないですし、濃厚接触若しくは児童が感

染していた場合、行きたくても行けなかった子供たちもいた時間だったなという

ことも考えさせられました。なので、その子供たちが参加できなかった、だから

卒業証書を渡すだけではなくて各学校で工夫されているとは思うのですが、その

子その子一人ひとりが参列できなかった子供たちが一番嬉しい形で振り返り、次

に進む力を得られるようなことを各学校でぜひ工夫をお願いしたいというふうに

も思いました。コメントです。 

 

 ほかにありますか。 

 

 コロナ禍の影響を受けていろいろな制約を受けたことは多々あるかと思うので

すが、逆にコロナ禍の影響を受けたことで得たものというものは何か教育上、あ

りますでしょうか。 

 少し抽象的な質問で大変申し訳ないのですが、こういうところが逆に良くなっ

た、連帯が深まったとか、例えばそういうこととか。御感想で結構ですのであり

ますでしょうか。 

 

 ありがとうございます。 

 全ての学校で検証したわけではありませんけれども、一つは学校でオンライン

に関する一人一台端末を活用した様々なものが進んだということは成果だとは思

います。その中で対面ですることが大事なこと、それからこれはオンラインでで

きること、というようなことについて、子供も教職員も考える機会にはなったと

思います。 

 その上で、もちろん苦労もたくさんあったと思うのですが、今、委員のお話に
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鯉渕教育長 

 

大塚委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

鯉渕教育長 

 

もありましたけれども、これはできるとか、これはこのように行ったほうが良い

というような、工夫にはつなげることができたのかなというようには思っていま

す。 

 卒業式のことに関してだけ言えば、卒業式は教育活動ですので、そこでここま

でのコロナ禍の２年間を振り返って、どのようなことを子供たちが考えたかとい

うようなこと、それは教職員も含めてどのようなことを考えたかと振り返ること

ができて、ある意味、今までの日常ではなかったものを経験したことで、どのよ

うなことがこれからの生活に生かしていけるのかということは、これから検証す

るところだというようには思います。以上です。 

 

 どうもありがとうございます。抽象的な質問で申し訳なかったのですが、日々

いろいろな制約がある中で後ろ向きになりがちな雰囲気の中で、何かこの状況で

も緊張感を持って日々を生きるということにちょっとなってきたのかなと思いま

す。もっと１日１日を大切にするということができてきたのではないかなとい

う、ちょっと私自身の気持ちがありまして、質問させていただきました。ありが

とうございました。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

 御報告ありがとうございます。現在、少し数字が下がってきているのかなと思

いますが、高止まりというところの現状で、各学校の職員の皆さま方が、り患さ

れたりとか濃厚接触者になられたりということで、１日の中での教職員の欠席が

非常に多くなって、なかなか学校が回らないという大変な状況がおありだと聞い

ています。 

 そんな中で聞こえてくるのが、助け合いと言いますか、教職員のパワーのすご

さ、限られた出勤できた教員が自主的に「じゃあ自分は何年生のところへ」とか

「自分はこの授業とこの授業を」という形で組織として動きが取れているという

お話も伺って、ただただ頭が下がるばかりです。 

 そんな中で、また教職員が少ない部分での学級閉鎖にならざるを得ない状況、

そういうような場面になったときにも管理職の判断もありますし、校医等との連

携も当然ですが、最終的には教育委員会で御判断いただいて学級又は学年という

形を取っていただいているということはとても心強いなと、私はそのように感じ

ています。感想です。 

 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 特に御意見がなければ、次に議事日程に従い、審議案件及び報告案件に移りま

す。まず、会議の非公開について、お諮りします。 

 教委第 57号議案「横浜市歴史博物館等指定管理者選定評価委員会委員の任命に

ついて」、教委第 58 号議案「横浜市教職員第二健康審査会委員の委嘱につい

て」、教委第 59 号議案及び教委第 60 号議案「教職員の人事について」、教委報

第５号「教育委員会事務局職員の人事に関する臨時代理報告について」は、人事

案件のため、非公開としてよろしいでしょうか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、教委第 57 号議案から教委第 60 号議案及び教委報第５号は、非公開

とします。 
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 議事日程に従い、教委第 56 号議案「横浜市立図書館規則の一部改正につい

て」、所管課から御説明します。 

 

 おはようございます。中央図書館長の下澤です。 

 教委第 56号議案「横浜市立図書館規則の一部改正について」審議をお願い申し

上げます。 

 図書館の業務はこの図書館規則の定めを根拠として実施していますが、このた

び一部を改正したいので提案させていただくものです。改正内容につきましては

企画運営課長から御説明申し上げます。よろしくお願いします。 

 

 企画運営課長の水野です。よろしくお願いします。 

 それではお手元の資料、教委第 56号議案と書かれているものとその裏面に「提

案理由」があります。「視覚障害者等をはじめとする障害者等の図書館利用に対

する支援及び図書館取次サービスを規則に位置付けるため、並びに開館時間、休

館日、登録手続、貸出冊数、貸出期間及び団体貸出しについて利便性を向上させ

るため、横浜市立図書館規則の一部を改正したいので提案する」というもので

す。 

 その次、３ページにお付けしましたものは、公布の資料です。別にホチキス留

めをされています、右上に「教育委員会資料」と書かれている説明資料を御覧く

ださい。 

 まず規則の一部改正「１ 趣旨」についてです。令和元年に視覚障害者等の読

書環境の整備の推進に関する法律、いわゆる読書バリアフリー法が施行されまし

た。地方公共団体は、公立図書館について、視覚障害者等が利用しやすい書籍等

の充実、それらの書籍等の円滑な利用のための支援の充実その他の視覚障害者等

による図書館の利用に係る体制の整備が行われるよう、必要な施策を講じること

が求められています。 

 横浜市立図書館では、現在、障害者支援事業として、対面朗読や録音図書、点

字資料の貸出し、図書館資料の配送貸出しを行っています。 

 また、身近で便利な図書館サービスの充実のため、図書館以外の場所で予約し

た本の貸出しや返納ができる図書取次サービスを実施しています。 

 このたび、視覚障害者等をはじめ障害者等の図書館利用に対する支援を、ま

た、身近で便利な図書館サービスの充実を更に推進すべく、図書取次サービスに

ついても横浜市立図書館規則に位置付けるため、規定を追加するものです。 

 併せて、図書館利便性向上等のため、開館時間、休館日、登録手続等に関する

規定の一部を改正します。 

 「２ 改正の概要」について御覧ください。 

 「(１)すでに実施しているサービス等を規則に新規で規定」ですが、すでにも

う実施しているものについて、今回、規則に規定します。「ア 障害者等に対す

る支援」としまして、視覚障害者等が利用しやすい書籍等を収集・製作。視覚障

害者等に対するそれらの書籍等を貸出や図書館資料の対面朗読の実施、障害によ

る来館困難者へ配送で図書館資料を貸し出します。また、「イ 図書取次サービ

ス」としては、館外で図書館資料の貸出し及び返納を行うことができるとしま

す。 

 次に「(２)既存の規定の改正」としましては、「ア 開館時間」、「イ 休館

日」、こちらは記載のとおりです。そして「ウ 登録手続」ですが、市内居住者

が郵送により図書館カードの交付申請が行えるようにすること。また、「エ 貸

出冊数」、現在６冊ですが、この上限を 10冊に拡充ということ、ただし、予約冊
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数は６冊に据置きます。また、「オ 貸出期間」は貸出日翌日起算２週間を年末

年始などの休みも考慮しまして 14開館日に拡充します。次のページに続きます。

「カ 団体貸出し」それから、「キ 文言の整理等」といったことです。 

 「３ 規則等に係る意見公募」についてです。こちら、規則改正をするに当た

って広く市民の方々へ御意見を募りました。「(１) 意見掲出期間」は令和４年

１月７日から令和４年２月８日まで。これは図書館のホームページ、市立図書館

全 18 館、移動図書館や図書取次サービス拠点、それから市庁舎市民情報センタ

ー、各区役所広報相談係などで閲覧・配布を行いました。 

 その結果、「(２) 提出の意見数」ですが、18件の御意見を頂きました。 

 実施結果として、規則の何条に当たるか、こちらを「ア 項目別意見数」にま

とめています。主なものとしましては、「12 条 貸出しの制限及び貸出しの期

間」、これは貸出冊数を６冊から 10冊を上限とすること、貸出期間や延長につい

て、これまでの２週間から、貸出日の翌日から起算して 14営業日としたこと、こ

ういったことについて５件の御意見を頂きました。また、「21 条 障害者等によ

る図書館の利用に係る体制の整備等」、４件の御意見を頂きました。それから、

上のところに示していますが、「全体 意見公募の手続について」３件の御意見

がありました。 

 各御意見について一つひとつ検討した結果、２件について改正の際に反映し、

16件を今後の検討の参考としてまいります。 

 次の３ページ以降、最後のページまでですが、御意見ごとの要約と意見に対す

る対応方針や考え方を一覧にしています。こちらも公表する予定です。 

 主なところを御紹介します。整理番号６番から 10 番。こちらは先ほどの「12

条 貸出しの制限及び貸出しの期間」についてで、貸出冊数と同様、予約も増や

してほしいというもの。反対に、市民の共有財産である図書館資料を市民の方々

が公平に利用できるよう、一部のヘビーユーザーに合わせることのないよう、６

冊のままがよいといった御意見もありました。整理番号 13 番から 16 番。こちら

は６ページからになりますけれども、「21 条障害者等による図書館の利用に係る

体制の整備等」についてでありまして、改正案で「障害者、視覚障害者等」とい

うふうにしているのですが、そこについては二重定義であり、「障害者」にまと

めるべきといった御意見がありました。規則で「障害者等」としていますのは障

害者基本法での「障害者」と読書バリアフリー法の「視覚障害者等」の両方を含

ませているためという御説明をしています。 

 同じく 21 条関連の整理番号 15、16。こちらは７ページにありますが、当初、

改正案に「支援」としていた箇所について、条文のつながりからおかしいといっ

た御意見がありました。当局で精査した結果、御意見を踏まえまして「利用」と

いう文言に修正しました。 

 意見公募全体に関わるものとしては、今回の意見公募の仕方について、視覚障

害者へももっと配慮してしかるべきといった御意見がありました。これは３ペー

ジ目の整理番号１、２、３のところにあります。今後の取組の参考とします。 

 ２ページ目にお戻りいただきまして、「(３) 意見公募結果の公示」、令和４

年３月 25日、また施行は４月１日を予定しています。 

 以上、よろしくお願いします。 

 

 所管課から説明が終了しましたが、何か御意見・御質問等ありますか。 

 

 御報告ありがとうございます。 

 今回の改正については非常に大事なことだと思っています。図書館というのは



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下澤中央図書

館長 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

中上委員 

 

 

 

 

生涯にわたって学び続ける場としてもですし、自宅や職場、学校以外のサードプ

レイスとしての役割としても非常に大きな役割を果たしていると思っています。

特に障害者の皆さんにとってはその場がすごく大事でして、早い段階で学び続け

る選択肢というのが少なくなってしまい、就労に切り替えざるを得ないという状

況があるからこそ、学び続けられる図書館があるということがすごく大事だとい

う観点と、卒業後、自宅と福祉若しくは自宅と医療の、そういった場以外の場の

選択肢がすごく少ないということからも、図書館というのは障害者にとってのす

ごく大事な場だと思っています。 

 でも現状としては、様々な今の課題があるとは思っていまして、一つは物理的

なアクセスの問題と、二つ目としては心理的なアクセスの問題と、三つ目はそも

そも参加という、もうちょっとプラスの側面ですけれども、その面。その三つの

観点から課題があると思っています。前者の二つというのはマイナスをゼロにし

ていく観点ですけれども、最後の観点というのはどちらかというとゼロからプラ

スにしていく観点だと思っていますが、今回の中では物理的なアクセスにおいて

は、御意見にもありますけれども、移動できないだったり、そういうところへの

施策の充実が更に必要だと思いますし、加えて心理的なアクセス、そこに接した

いと思えるか、利用したいと思えるようなそういった施策の充実だったりという

のがすごく大事だと思います。 

 参加できるというところにおきましては、もっとこういう場になったら良いの

ではないかという御意見は今回出ている以外にも本当はたくさんあると思うので

す。今回パブリックコメントはこれぐらいの意見を皆さんから頂きましたけれど

も、実際に改正した後も積極的に意見を聞いて、どのようなことをしたら良いか

ということを日々取り入れていただけると、結果的に御高齢の皆さんだったり子

供たちだったり、いろいろな方にとってのアクセスしやすい図書館になると思い

ますので、ぜひそういった場を継続的に設けていただければと思います。 

 そうした一方、意見公募の整理番号２番のところの、意見を記載する方法とし

てマイクロソフトのワードを用いた理由について問われる場面がありますが、書

いていらっしゃるように、実際スマートフォンでも確かにワードの入力はできま

すが、今言ったような参加の心理的なアクセスというところにおいては、こうい

ったちょっとしたことが妨げになったりしますので、より意見を出しやすい工夫

のようなことというのは、こういったところからも変えられると思いますので、

ぜひ引き続き御検討をよろしくお願いします。 

 

 御質問ありがとうございます。 

 公募の参加しやすい方法につきましては引き続き配慮してまいります。 

 従前から対面朗読サービスなどは行っていますが、現在コロナ禍なのでオンラ

イン対面朗読サービスですとか、テキストデイジー図書ですとか、そういう新し

い障害者支援のやり方を研究して行い、令和４年度は更に拡充していく予定で

す。 

 

 ほかに。 

 

 森委員の発言とちょっと重なる部分もあるのですが、このパブリックコメント

は別として図書館への期待というかニーズが非常にあると思います。 

 最初にこの改正案については賛成ですので、そういう立場で話します。 

 違う話として、図書館に対するニーズが非常に高いというのは、私も昔、広報

広聴を担当していましたので、いろいろ要望がありました。しかも最近もずっと
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同じですよね。特に他都市から来た方の他都市との比較だとか、非常にマンモス

都市の横浜市の中で限られた予算の中で、教育の予算も大変ですけれども図書館

も、それに応えていくというのは非常に大変だなと思いますし、その中でも今回

の改正のような、これまでいろいろな改善・改革をしていただいているので、あ

りがたいと思っているのですが、聞きたいのは量と質があるのですが、ほかの公

共施設と同じで、長寿命化を図ったとしてもどうしても耐用年数が来たら館の更

新の話が予算的には大きいですよね。 

 そして、蔵書が少ないことも。今回、改善されていますので、それについても

非常に改善したのかなと思うのですけれども。 

 他都市や何パーセントとか細かい数字は別として、今いる市民の方から、今、

頭の中に浮かぶ中でニーズが一番多いのはハードとソフトで例えばどのようなニ

ーズが高いのか。 

 それと、教育振興計画等もありますけれども、今後の課題と言いますか、それ

は皆さんの力だけでは予算の裏付けがないとできないのですが、何か課題のよう

なものがあればちょっと教えていただきたいと思います。 

 

 ありがとうございます。ニーズにつきましては市民ｅアンケートなどですと、

図書の数ですね、蔵書の充実ということが多いと思います。横浜市全体で 400 万

冊を超える大変大規模な数ですが、市民一人当たりにしますと他都市と比べて少

し少ないとかそういう状況があります。 

 あと、課題として考えていますのは、中上委員のおっしゃるように老朽化・狭

あい化だと思っています。18 館ありますが、一番新しい館でも二十数年は経って

いますし、40 年以上経っている館も５館あります。港北図書館は築 60 年、これ

は旧港北区役所を使っているので 60年なのですが、そういう老朽化・狭あい化が

ありまして、本をいっぱい買って増やしたいところではありますけれども、段々

スペースも少なくなってくるとかですね。お客さまサービスのための空調ですと

か、そういうアメニティー・ユーティリティーのところなどが課題だと思ってい

ます。ただし横浜市財政ビジョン等でストックマネジメントの兼ね合いもありま

すので、本市全体の政策と調整しながら整備も進めたいと考えているところで

す。 

 

 関連で質問なのです、今の全体のニーズなり課題はよく分かるところなのです

が、高齢化の時代で図書館に自分の余生の時間を過ごしたい、今日行く所がない

ので図書館に行くとか、そういうニーズも正直言ってあると思うのです。私もそ

れはよく分かるのですが、私の気持ちとしては教育委員会もそうですけれども、

いろいろな所でボランティアが非常に欲しいわけです。学校ボランティアにして

も、社会貢献なり地域貢献なりほかの分野でもそうですけれども、ボランティア

が欲しいので、なるべく図書館で時間を潰すのではなくて、もちろん図書館で過

ごす時間も大事だと思うのですが、現場でボランティアの人材が不足しています

ので、そういう社会貢献・地域貢献に役立つような蔵書をいっぱい置いてほしい

というか。 

 あと、少子化の対策としては、子供が活字離れしてしまって、今みんなスマー

トフォンを使っているので、蔵書の活字の良さを認識することにも図書館は非常

に貢献されているところだと思うのですが、また、少子化で、よく子供にお祝い

をするときに、お祝いのお金は別として絵本を贈りたいなと思うときに、私が知

らないだけかもしれないけれど、どういう本が良いよというような推薦のサービ

スがあったらちょっと教えてほしいです。高齢化と少子化の今の一つの課題かな
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と思います。 

 

 ありがとうございます。蔵書の充実は努めてまいります。 

 あと、先ほど申しましたところの図書館の整備、数に加えまして、身近な図書

館を整備するということで図書の取次拠点、１月には日吉取次所もオープンしま

した。それから移動図書館を２台目増ということで令和４年度から稼働する予定

です。 

 それから電子書籍の充実ということで、昨年令和３年３月が 3,000 コンテン

ツ、今年度令和３年度が 2,000 コンテンツ、令和４年度予算では 7,000 コンテン

ツというふうに充実してまいります。 

 中上委員のおっしゃったいろいろな図書の充実ですけれども、特に絵本等はレ

ファレンスで司書に聞いていただければ推薦しますし、いろいろな図書の福袋で

すとか、児童用のブックサービスとか展示もしていますので、そういうものも御

利用いただきたいと思っています。 

 あと、サードプレイス的にも図書館をぜひ御利用いただきたいというような気

持ちで考えています。 

 我々もなるべく図書館に予算を付けていただけるように、また市長にお願いし

たいと思います。よろしくお願いします。 

 

 ありがとうございます。 

 

 ほかに。 

 

 御報告ありがとうございます。図書館の設立の理念の中に人権尊重が挙げられ

ていて、そのとおりだなと思います。今回の意見公募の一つ目の御意見について

の回答の中にも、誰もが読書できる環境づくりに努めますというような形で御回

答されていらっしゃいます。 

 それとちょっと相対して、12 番の辺りの図書取次サービス。そこら辺が誰もが

使える読書環境ということを考えたときに、こちらの 12 番の回答のほうには、

「一部の地区センターにおいて、図書取次サービスを実施しているところです」

と書いていますが、18 区の中で何区ぐらいが地区センターを活用できているのか

なと考えますと、まだまだ必要ではないかなと思います。 

 回答の中では「図書取次サービス拠点の設置予定はありませんが」と書かれて

いるのですけれども、ぜひ地区センターを活用していけないかという御意見もあ

るのですが、私も従前からずっとこれは必要ではないかなと考えておりました。

ですから、また継続して図書の地区センター等の活用というところで読書環境が

いろいろな方の身近になっていくように、御支援いただきたいなと思っていま

す。 

 もう１点は予約冊数なのですけれども、実際 10冊の貸出しが可能となりました

が、予約冊数のほうは６冊という形になっていて、10 冊の貸出しにするのは大変

だったのではとちょっと思っています。その理由もきちんとこちらの回答のほう

に書かれておりました。納得できる回答だなとは思いますが、蔵書の少なさが一

番の大きな原因ではないかなと思います。それから、予約数が 10冊でそれが図書

館にどんどん来たときのスペースとかいろいろ考えたときに御苦労もたくさんお

ありだと思うのですけれども、資料費というのでしょうか、蔵書を増やすその資

料費がまだまだ横浜市は他都市と比べてどうなのかな。少しずつ上がっていると

は思うのですけれども、横浜市教育委員会のほうとしても、先ほど中上委員もお
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館長 

 

 

 

四王天委員 

 

 

水野中央図書

館企画運営課

長 

 

四王天委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

っしゃいましたけれども、人口に対して誰もが使える読書環境というところを前

面に押し出して、ぜひ資料費のほうを上げていただけるよう、またこちらのほう

も続けて発信していきたいなと、そんなふうに感じました。意見です。 

 

 ありがとうございます。 

 最初に、図書費・資料費の充実は令和４年度予算で増加させていただきまし

た。委員の皆様のおかげです。 

 それから、御質問にありました図書取次所ですが、今年１月に日吉の駅前の取

次所をつくりましたので、それで現時点では計画がないという表現にしています

が、いろいろ区からの要望を踏まえてそれは検討してまいります。 

 それから、地区センターは、区で申しますと現在、青葉区の地区センター５か

所と港南区１か所の２区で実施しています。地区センターは区役所の施設でもあ

りますので、そちらの御希望もあったりするのと、財政面ということだけではあ

りませんで、スペースとかそういう面のいろいろな関係がありますので、いろい

ろこれからも研究・検討してまいります。 

 

 ほかにありますか。 

 

 今回公募でこれだけ 18件の御意見が寄せられたということ、これは非常にこう

いうことに対して関心が高いなと感じられます。 

 今回、この１か月間でこれだけ集まったということは、普段、ユーザーの声を

聞くという機会、そういうのは何かシステムとしてあるのでしょうか。 

 

 ありがとうございます。 

 横浜市の広聴システム等からもありますし、直接 18図書館に御要望が毎日のよ

うに寄せられますので、そちらについては共有したり改善できるものはすぐ改善

してやっています。 

 

 今回の公募に対する回答なのですが、これのお答え方法はどのようになってい

ますか。 

 

 回答につきましては、こちらの一覧表をそのままホームページなどに掲載しま

して、方針・考え方などをお示しする予定です。 

 

 

 分かりました。こういう意見を言ってこのように改善しているのだというか、

参考にしてサービス向上につなげているのだということを、ホームページを利用

する人は良いのですけれども、普段、図書館を利用している人たちもそれは知っ

てもらいたいなと思います。あるスーパーの例なのですが、お客さまからの要望

があって、それに対してお店側はこのようにお答えしますよと、こういう商品の

品揃えをしますよとか、それをスーパーの壁に貼ってあるのですね。そういう方

法だと「私たちもこういう意見を言っても良いんだ」、「こういうことを聞いて

良いんだ」、「それでもっと私たちが利便性が高まるのであればもっと意見を出

そう」と。それがサービスの向上につながっていくわけなのですが、こういった

ものをホームページだけではなくて、図書館にもきちんと貼り出すようなことも

あっても良いのではないかと思います。 

 そうすると普段ホームページとかを利用していない人たちも、「こういうこと
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を言って良いんだな」、「きちんと真剣にそれに取り組んでくれるんだな」とい

うことが分かって、より良い図書館サービスができるのではないかなと、ちょっ

とそんなふうに思いましたので、よろしく検討してみていただけたらなと思いま

す。 

 

 館内掲示についても前向きに検討してまいります。 

 

 

 ほかによろしいでしょうか。特になければ教委第 56号議案については、原案の

とおり承認いただいてよろしいですか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、原案のとおり承認させていただきます。 

 以上で、公開案件の審議が終了しました。事務局から報告をお願いします。 

 

 ３月７日に１団体から、教科書採択地区の再分割を求める請願書が提出されま

した。この請願書につきましては、事務局で対応を調整の上、教育委員会で審議

が必要な場合は、次回以降にお諮りしたいと思います。委員の皆様は、内容の御

確認をよろしくお願いします。 

 次に、次回以降の会議の日程ですが、次回の教育委員会臨時会は３月 22日火曜

日の午前 10時から開催する予定です。また、次回の教育委員会定例会は、４月７

日木曜日の午前 10時から開催する予定です。報告は以上です。 

 

 皆様、よろしいでしょうか。次回の教育委員会臨時会は３月 22日火曜日の午前

10 時から開催する予定です。また、次回の教育委員会定例会は、４月７日木曜日

の午前 10時から開催する予定です。別途、通知しますので御確認ください。 

 次に、非公開案件の審議に移ります。傍聴・報道機関の方は御退席願います。

また、関係部長以外の方も退席してください。 

 

＜傍聴人及び関係者以外退出＞ 

 

 

教委第57号議案「横浜市歴史博物館等指定管理者選定評価委員会委員の任命に

ついて」 

（原案のとおり承認） 

 

教委第58号議案「横浜市教職員第二健康審査会委員の委嘱について」 

（原案のとおり承認） 

 

教委第59号議案「教職員の人事について」 

（原案のとおり承認） 

 

教委第60号議案「教職員の人事について」 

（原案のとおり承認） 
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鯉渕教育長 

 

教委報第５号「教育委員会事務局職員の人事に関する臨時代理報告について」 

（報告のとおり承認） 

 

本日の案件は以上です。これで、本日の教育委員会定例会を閉会といたしま

す。 

 

［閉会時刻：午後０時 10分］ 

 


